
継続的な防災イベントの企画・ 運営

定期的に小学校の防災備品を実際に使用し、使いやすいように
改善策を考える「 防災倉庫の備蓄品を使おうデー」 という防災
イベントを企画し、地域防災力の定着・ 向上に寄与している。

矢田学区連絡協議会 防災参与 椿 佳代

参加していない住民にも共有！

親しみやすい文章で

学区の回覧板に掲載

（ 掲載内容）

・ イベントの流れ

・ 物資の紹介

・ 使用後の反省点

・ 次回参加呼びかけ

第１回（R3.2）

第２回（R3.5）



地域防災力向上への協力 平成25年11月に愛知学院大学と北区役所の連携に関する協定を締

結。避難行動計画の策定や、地区防災カルテの作成などの様々な

事業に関して、検討環境の提供や学生や教員の参加を実施

愛知学院大学 学生消防団が防災訓練へ参加する等地域防災力向上のための活動に

積極的に協力している

活動の様子

 名城公園キャンパスでの住民参加訓練の様子 住民や学生等が参加する
ワークショップの様子



防災講演会の開催と学区まるごと安否確認訓練の実施

平成28年度から毎年継続して「 防災講演会」 を開催し、
毎回200名を超える地域住民が参加している。また、
講演会で学んだ内容を実際に地域防災活動に活用して
いる。

白鳥学区連絡協議会

町内会役員により安否確認状況を把握 町内会単位で安否確認情報を集約 当日中に学区全体の情報を集約し、

報告会を開催

白鳥学区まるごと安否確認訓練

令和２年度に、学区の全世帯を対象とした「 白鳥学区まるごと安否確認
訓練」 を実施した。これをきっかけに熱田区全体での安否確認の機運が
高まり、次年度には熱田区内の全世帯を対象とした「 熱田区まるごと安
否確認訓練」 を実施した。



コロナ禍でも必要な防災活動を！

西福田学区連絡協議会

コロナ禍の初期段階から、災害時における在宅避難の勧奨を学区広報誌

「 ふれあい」 により独自に実施

学区全世帯を対象に巨大地震発生時の備え等に関するアンケートを行い

（ 回収率８４％） 、学区の課題を明確化したうえで、周知啓発を実施

水陸両用台車「 水陸丸」

活動の様子

災害時道路冠水や湛水においても円滑に物資運搬を可能にするため、

水陸両用の台車「 水陸丸」 を制作 学区広報誌「ふれあい」



庄内川・ 矢田川５学区水防連合会の

庄内川・ 矢田川の氾濫時に深刻な浸水被害を受ける守山区西部５学区

（ 瀬古学区・ 二城学区・ 鳥羽見学区・ 西城学区・ 白沢学区） で連合会を結成

区外も含めて浸水区域外へ避難を行う広域避難計画を令和２年度に策定

広域避難計画策定

計画策定会議の様子

策定した広域避難計画


